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お　知　ら　せ

　『臨牀透析』は 1985年に，当時関東労災病院副院長をされていた前田貞亮先生を中心に，今まで
にない『トータル医療として透析を考える月刊誌』として創刊いたしました．当時の透析患者さん
の総数は約 6万人でしたが，医療面だけでなく，心のケアまで考えていただけたことが，とてもよ
かったと思っております．
　2026 年は『臨牀透析』の Final yearとなります．もって 4年といわれていた『臨牀透析』ですが，
創刊から 40年以上が経ち，患者さんの病態は大きく変わりました．このような時代背景のなかで，
今までのような定期刊行で，しかも毎回同じくらいのボリュームで情報を届けるようなやり方は時
代にそぐわないのではないかと考えるようになりました．
　医学雑誌の論文は，科学的データとして刊行後も活用され続けることを考えると，いかにこの
データを後世に伝えてゆくかも，われわれに課された仕事だと思っています．
　『臨牀透析』が必要とされ，お届けすべき情報があるようであれば，かたちを変えて再度刊行し
たいと思っております．
　創刊以来，執筆・編集・購読を通じて本誌を支えてくださったすべての皆さまに，心から御礼申
し上げます．
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